



























(奥津 1978)、述語名詞の文末表現化 (新屋 1989,角田 2011)などが、理論的な観点からは名詞
























































名詞述語文に対して、主語と述語の関係を示す述語項構造ラベル (図 1上段)と、節主語 (ノ
節のみ)または連体修飾節と述語の関係を示す述語項構造ラベル (図 1下段)を付与した(1)。
トラ は 肉を 食べる 動物 です。
ga
ga









トラ は 肉を 食べる 動物 です。
nsubj:is_a
acl:ga




(nsubj、csubj)、連体修飾節ラベル (acl)の 3種類に分類される。名詞述語ラベルには npredと
ncompの 2種類があり、npredは通常の名詞述語を表す。ncompは「Xが Yになる」「Xを Y







主語ラベルは nsubj と csubj の 2 種類がある。nsubj は名詞主語である。主語は述語に直接
かかっているとは限らず、連体修飾節の被修飾語や先行文脈中の名詞句などの場合がある。テ
(1) データの構築は、既存のアノテーションデータ (BCCWJ、BCCWJ-PAS、および BCCWJ-CBL (丸山 2013)を参
照してアノテーション対象文字列の候補をリストアップし、人手で修正する方法で実施した。なお、本データで




1人称 (exo1)、2人称 (exo2)、一般 (exog)、節参照 (ana_cla)のいずれかのラベルを付与した。
















has 主語と述語が所有関係 (「Xの Y」)
















ga ガ格 笹を食べるのはパンダだ (パンダが笹を食べる)
o ヲ格 パンダが食べるのは笹だ (パンダが笹を食べる)
ni ニ格 パンダがいるのは上野だ (上野にパンダがいる)
time 時間表現 パンダが来たのは先月だ (先月パンダが来た)
mod その他の格と修飾語 パンダが来たのは中国からだ (中国からパンダが来た)




肉を 食べる 動物 だ
acl
























































npred 猫で +ある → 猫である
func 猫に +よって → 猫によって
orphan 願いを + 。 → 願いを。








BCCWJ コアデータの書籍、雑誌、新聞、白書の 4 レジスタ (571 サンプル) に対してアノ
テーションを行い、延べ 35293のラベルを付与した。ラベルの内訳を表 7に示す。
表 7 ラベル数
ラベル 要素数 小計 合計
名詞述語文ラベル 述語 npred 13487 13730 30673
ncomp 243
主語 nsubj 12617 13730
csubj 1113
連体修飾節 acl 3213 3213
機能表現ラベル等 述語 vpred 1516 1519 4620
xpred 3












書の 4レジスタで 11512ある。本データの npredラベルとの重なりを確認すると、本データと





0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
dep:npred
remove (1717) vpred (1102) concat (193) naux (68)
ncomp (55) orphan (51) ambig (50) nmark (5)
xpred (3) func (1) cmark (1)
図 7 BCCWJ-PAS における名詞述語の本データにおける扱い












0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
ncomp_pred
なる (141) する (19) いう (13) その他 (70)












0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
nsubj
is_a (3095) is_the (3167) has (649) has_prop_of (2724)
means (90) amounts_to (397) is_sth_like (121) other (2374)





0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
csubj
ga (348) o (104) ni (63) mod (30)
_mod (2) time (85) ext (481)




0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
csubj_ext
こと (72) もの (22) 特徴 (15) ところ (9)
狙い (7) 目的 (7) 事実 (6) 話 (6)
理由 (6) 楽しみ (5) 間違い (5) 魅力 (5)
問題 (5) その他 (311)








0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
acl
ga (1511) o (267) ni (120) mod (49)
_mod (77) time (21) e1_内容補充 (1160) e2_相対名詞 (6)
e3_付随名詞 (2)




0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
acl_e1
もの (269) こと (153) 予定 (53) ため (31)
疑い (27) 方針 (26) 見通し (21) とき (21)
考え (20) 感じ (15) 時代 (14) 見込み (13)
ところ (11) 状態 (10) その他 (476)









0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
naux
はずだ (152) わけだ (151) わけではない (99) ことだ (97)
ところだ (82) ものだ (79) つもりだ (59) ままだ (14)
ためだ (13) その他 (60)
図 14 naux の内訳
nmark は名詞由来の助動詞以外の機能表現である。多くは形式名詞か、または形式名詞 +
「で」「に」の形態で、連用的な従属節を作る。主なものを以下に示す。
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
nmark
中 (で) (88) 一方 (で) (75) 上 (で) (22) 以上 (12)
代わりに (11) その他 (33)
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cmark
だが (65) だ (20) だって (19) だの (16)
だと (14) だとか (14) その他 (58)







0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1
func
による (267) によって (42) として (32) にわたる (17)
を通じて (16) について (15) に対する (13) をめぐる (11)
に関する (11) その他 (115)


























































本データでは beの下位分類を 8種類のラベルで表現したが、実際には beの解釈はより多様
である。体系的で豊かな意味記述のために、意味関係ラベルを組織化されたより大規模な意味
データベースで置き換えることを考えてみることにしよう。SUMO(Suggested Upper Merged
Ontology)(Niles and Pease 2001)は述語論理をベースとしたオントロジー体系である。本デー
タのラベルの少なくとも一部は、SUMOの述語で次のように置き換えることができる。
(5) 正確には英語の分裂文 “It is . . . that . . .”ではなく擬似分裂文 “What . . . is . . .”に相当する。
??????ワ?クショップ2018?????
394 2018?9?4?-5?
表 8 SUMO 表現
本データ SUMO
x is_a y instance(x, y) | subclass(x, y)
x is_the y equal(x, y)
x has_prop_of y attribute(x, y)
x amounts_to y measure(x, y)
























TimeInterval), instance(y, Process), during(BeginFn(y), x))と表現される。また、memberCountは実際には Person
ではなく Collectionのインスタンスを項として持つ。

































<w id="0" type="npred" text="肉食動物" start="7" end="11"/>
<w id="1" type="nsubj" text="トラ" start="0" end="2" head="0"
rel="is_a"/>↪→
<w id="2" type="acl" text="ネコ科" start="3" end="6" head="0" rel="ga"/>














s start 文頭位置 (サンプル頭からの文字数)
w id ラベル ID




target 外界照応タイプ (exo1 | exo2 | exog | ana_cla)。
type = nsubj | csubj | aclのみ。
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